
声
 5

女
性
の
立
場
か
ら
 

要
浬
駿

曹
 

驚鷺譲難No.989 人口と世帯 

中
心
商
店
街
に
野
菜
な
ど
を
販
売
す

る
「
ま
ちの
駅
」
を
設
置
で
き
な
い
か
。
 

回
答
 
都
市
基
盤
の
整備
と
商
業
の
活

性
化
と
い
う
総
合
的
な
「ま
ち
づ
く
り
」
 

の
中
で
具
体
的
に
検
討
を
行
っ
て
参
り

ま
す
。
 

今
後
の
女
性
政
策
の
取
り
組
み
につ

い
て
 

回
答
 
三
月
に
策
定
し
た
「
市
男
女
共

同
参
画
プ
ラ
ン
」
実
現
の
た
め
企業
、
 

市
民
の
協
力
の
も
と
推
進
し
て
参
り
ま

す
。
 

狼
野
長
根
周
辺
一
帯
で
の
総
合福
祉

公
園
の
実
現
に
つ
い
て
 

回
答
 
狼
野長
根
公
園
の
再
整備
計
画

を
策
定
し
、
楠
美
家
住
宅
の移
設
、
須

恵
器
づ
く
り
体
験
施
設
の建
設
な
ど
を

主
と
し
て
公
園
整
備
を
実
施
い
た
し
ま

す
。
 

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
継
続
支
援
に
つ
い
 

て
 

回
答
 
十
五
年
度
以
降
の
子
ど
も
セ
ン

タ
ー
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
継
続
支
援

で
き
る
よ
う
懸
命
の
努
力
を
い
た
し
ま

す
。
 

11月30日現在（）内は前回比、男24,001 (+16）女26,664 (-22）計50,665 (-6）世帯18,558 (+12) 
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十
一

月
二
十
七
日
、

本
市
で
二
年
ぶ

り
と

な
る
女
性
模
擬
議

会

が
開
催
さ
れ
、

市
内

の
女
性
団

体
代
表

や
一
般
応
募
の
二
十

四
人

が
一
日

議
員
と

な
っ

て
市
長
を
は
じ

め
と
す

る
理
事
者

側
に

一
般

質
問
を

行
い
、
女
性
の
立

場
か
ら

の
要
望

や
提
言
を

述
べ
ま
し

た
。
 

模
擬

議
会
は
、

男
女
共
同
参

画
社
会
を
目

指
し
、

広
い
領

域
か

ら
市
民

の
意
見

や
要
望
を

聴
取
し
、

女
性
の

政
治
に

対
す
る
関

心

と
政

策
等
へ
の
参
画
促

進
の
た
め
開

催
さ
れ
た
も

の
で
す
。
 

◆
 
◇
 
◆
 
◇
 
◆
 
◇
 
◆
 
◇
 
◆
 
◇
 
◆
 
◇
 

主
な
質
問
と

回
答
 

対
馬
ナ

チ
エ
さ
ん
，
一
 
一

佐
藤

広
美

さ
ん
 

小
笠
原

恵
美
子

さ
ん
 

高
橋
京

子
さ
ん
 

ご
み
減
量
に
対
す
る
対
策
に
つ
い

て
 

回
答
 
各
地
区
に
ご
み
減
量
推
進
員

を
配
置
し
市
民
の
意
識
改
革
を
行
い

分
別
収
集
に
努
め
る
と
と
も
に
ごみ

ゼ
ロ
社
会
を
目
指
し
引
続
き
啓
蒙活

動
を
行
い
ま
す
。
 

野
呂
美
奈

子
さ
ん
 



（社）シルバー人材センターの除排雪業務 

シルバー人材センターでは、会員による有償 

の雪片付け業務を行っております。 

業務内容 玄関周り等の除排雪、 1階部分 

の屋根の雪下ろし 

利用者負担 1時間 1,070円（1人分） 

※排雪を希望される場合は、別途車代等の負担 

があります。 

申し込み・問い合わせ先 

（社）五所川原シルバー人材センター B34-8 844・ 内線 360 

り災証明の発行 

雪害により家屋が一部損壊した場合などで加 

入している保険の保険金請求の際に、市が発行 

する証明書です。 

《り災証明の発行手続き》 

・手数料として200円かかります。 

・印かん、り災した状況がわかる写真を持参 

してください。 

申し込み・問い合わせ先 

総務課 内線403・407 

生活支援ホームヘルブサービス 

市では、在宅のひとり暮らし高齢者等が自立 
した生活を維持していくために、有償の雪片付 
け支援事業を行っています。 
事業対象者 市内に居住する概ね65歳以上

の方で、自立した生活を維持して

いくために支援が必要な、ひとり
暮らし高齢者等 

事業内容 玄関周り等の雪片付け 

※作業は、市が委託した（社）五所川原市シルバー 
人材センターの会員が行います。 

利用者負担 30分以上60分まで 250円 
61分以上90分まで 400円 
91分以上30分ごとに 100円

申し込み・問い合わせ先 

高齢福祉課 内線542・544 

除排雪対策本部恒例の結団式を実施 

12月 10日、市除排雪対策本部では恒例の
結団式を実施しました。式では対策本部長の岩

見助役が「除排雪期間は、事故や健康に注意し
てください」とあいさつした後、作業員らは早

速除雪作業に取りかかっていました。 
	ノ 

r 作業中の除雪車には30m以内に近寄らないでください。 

、しま 
深夜作業にご理解を 

除雪車は重機械であり、前後 
1 Om位は死角となります。 
また、雪の中に混じっている
砕石、ガラス等が飛び

散る場合もあります

ので 3 Om以内

には近寄らないさ
ようにお願い 

します。 

除雪及び排雪作業は交通

渋滞をひきおこさないため

に、交通量の少なくなった
夜間、早朝に行う

ことが多くなり

ます。 
ご迷惑をおかけし
ますが、ご理解

ください。 

~ 

路上の駐停車は除雪の妨げ

になります。 
決められた場所以外での駐

停車はやめましょう。また、 
故障などでやむをえーて7 
ず路上におくときは、七乞 
目印に赤旗等を 	1 
立ててください。 
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健お園り⑩盾乙も 

    

危め の雪対策情報 

    

市では、今冬も全力で除排雪作業に取り組んでまいりますが、効率的な作業を行うた 

めには市民皆さんのご理解とご協力が必要です。 

ここでは、市民の皆さんが活用できる雪対策情報をご紹介します。 

路上駐車はやめましよう。 

除雪車でよせた雪を道路に返したり、 

各家庭の雪を道路に押し出したりしないでください。 
、， 



車道や歩道の雪で困っている時のお問い合わせ先 
道路の区分によりお問い合わせください 

国道、県道 五所川原土木事務所 lEL（】 3 5) 2 1 0 6 

  

  

土木課 内線304 

市除排雪対策本部 皿（35)4321・4322 
市道 

道路の区分が分からない場合 
→ 

  

有料で個人住宅の除排雪をしてくれる業者 覧 
	

〈アイウエオ順〉 

業 者 名 電話番号 業 者 名 電話番号 

卿伊藤工業 34 一 7795 有白戸建設 35-6291 

()伊藤組 39 一 7030 新和産業株 34 一 7211 

岩測建築 35 一 6345 西北土木脚 35-0768 

梅沢工業 28 一 3256 ()相五土木 35 一 0988 

株エス・ジー．ヒカ J 鉱産 29 一 3707 株大丸古川 35 一 2777 

株小田桐工務店 38 一 5211 同高橋技建 35 一 4350 

株小田桐建設 35 一 2684 株寺栄建設 34 一 4756 

()小野水道工業所 35 一 7215 ()東北開発工業 34 一 5033 

笠井建材 35-5757 株東北冷暖設備工業 35-9411 

株櫛引工業所 37 一 3211 同トーカ建設 35 一 2551 

株工藤興業 35 一 1881 株外崎組 36 一 2337 

株工藤由建設 29 一 2460 ()白栄建設 28-2228 

脚桑田建設 35 一 6318 ()七和土木工業 29 一 2263 

()こせき設備工業 35 一 5102 株成金建設 35 一 0007 

脚坂本光組 37 一 2301 脚はまやま工務店 35 一 8171 

()サンセイ住設 3 4- 3 9 0 1 株松野建築 29-3354 

三友電気 29 一 3455 ()松本建設 35 一 2783 

島村産業脚 34-3267 株山田工務店 35 一 1105 

注1：この一覧表は、五所川原建設協会、北五建友協同組合、西北五管工事業協同組合、西北五地区電気工事業協同組合

五所川原地区電気工事業協同組合に加盟する業者の中で、個人からの除排雪依頼に対応できる業者を参考までに掲

載したものです。 

注 2 ：業者の都合により、対応できない場合もあります。 

《雪置場の設置について》 

排雪した雪の搬入場所として、例年どおり、岩木
川右岸（高瀬地区）に雪置場が設置されました。 
なお、雪置場までの通路区間は事故が起きないよ

う最徐行してくださるようご協力をお願いします。 

3 	平成13年12月15日 五所川原市役所 公35-2 1 1 1 

除雪作業員も一生懸命 
がんばっています。 

通行規制にご協力を 

除雪及び排雪作業を、迅速に、安全に進めるために一時通行止
めにすることがあります。ご理解とご協力をお願いします。 

ら 

・路上にある車両乗り上げ用鉄板等は、事故の原因と

なるため、冬期間は撤去してください。 

・ゴミは指定日の日時、場所を守ってください。 

・歩道に面した屋根雪の落雪は、交通を遮断するだけ

でなく、人命に関わることがありますので、危険な

場所については屋根雪の落下防止の措置を講じたり、 

雪おろしをするなど家主の方は十分注意しましょう 



(7）昇給期間短縮の状況 

区 	 分 合 計 一般行政職 技能労務職 

12年度 
職 	員 	数（A) 387人 333人 54人 

昇級期間短縮職員数（B) 56人 47人 9人 

比 	率（B) / (A) 14.5% 14.1% 16.7% 

11年度 

職 	員 	数（A) 378人 327人 51人 

昇級期間短縮職員数（B) 40人 35人 5人 

比 	率（B) / (A) 10.6% 10.7% 9.8% 

(8）職員手当の状況 

期 末
勤勉手当 

12 年度

支給割合 

N 五所it 原市 国 

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当 

6 月期 1.45月分 0.60月分 1.45月分 0.60月分 

12月期 1.75月分 0.55月分 1.60月分 0.55月分 

3 月期 0.40月分 0.55月分 

計 3.60月分 1.15月分 3.60月分 1.15月分 

（注）職制上の段階、職務の級等による加算措置があります。 

退職手当 

支 給 率 
（国と同じ） 

自己都合 勧奨・定年 

勤続 20 年 21.0 	月分 28.875月分 

勤続 25 年 33.75月分 44.55 月分 

勤続 3 5 年 47.5 月分 62.7 	月分 

最高限度額 60.0 月分 62.7 	月分 

1 人当たり平均支給額 557千円 28,309千円 

（注）1．退職時特別昇給（1号）、定年前早期退職特例措置（2% 
-'20％加算）もあります。 

2．退職手当の 1人当たりの平均支給額は、前年度に退職

した全職種に係る職員に支給された額です。 

特殊勤務 
手 	当 
(12年度） 

区 	 分 全 職 種 

職員全体に占める手当支給職員の割合 13.7% 

支給対象職員1 人当たり平均支給年額 43,386円 

手当 の種類（手当数） 7 

代表的な
手当の名称 

支給額の多い手当 社会福祉職手当 

多くの職員に支給
されている手当 

社会福祉職手当 

時間外
勤務手当 

12年度 
支 給 総 額 68,707千円 

職員1人当たり支給年額 184千円 

11年度 
支 給 総 額 73,775千円 

職員 1人当たり支給年額 203千円 

（平成13年4月1日現在） 

区 分 内 	 容 （月 	額） 

扶養手当 

（国と同じ） 

配 	偶 	者 16.000円 

配

偶
者

以
外
  

1人目 

配偶者が扶養親族である場合 6,000円 

配偶者が扶養親族でない場合 6.500円 

配偶者が無い場合 11,000円 

2 人目 6,000円 

3人目以上 各 3,000円 

1 61 義から22歳までの子の加算額 各 5.000円 

住居手当 
（国の持家は 

L000円） 

借 	家（借 間） 	限度額 	27,000円 

持 	家 	 3,000円 

通勤手当 

（国と同じ） 

交通機関等利用者 	限度額 	50,000円 

交通用具利用者 	限度額 	20,900円 

市職員の給与・定員管理等の状況 
市職員の給与は、国や他の地方公共団体との均衡などに

配慮しながら市議会の審議を経て条例で定めることになっ

ています。 

皆さんに、五所川原市職員の給与及び定員管理等の実態

を知っていただくため、そのあらましをお知らせします。 

(1）人件費の状況（普通会計決算） 

区分 

住民基本 
台帳人口 
(12年度末） 

歳出額 
A 

実
収
 
質
支
 

人件費 
B 

鎌

m
 

 

（参考） 
平成11年度

の人件費率 

12年度 
13.3.3 1現在 
50,385人 

23,094,402 
千円 

441,314 
千円 

3,197,017 
千円 

13.8% 15.7% 

注）1．平成12年度普通会計決算見込みによる人件費の状況です。 

2. 人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。 

(2）職員給与費の状況（普通会計予算） 

区分 
職員数 

A 

給 	与 	費 一人当た
り給与費 
(B/A) 給料 

職員 
手当 

期末・
勤勉手当 

計

B
  

13年度 362人 
1,467,998 

千円 
228,086 

千円 
631,968 

千円 
2,328,052 

千円 
6,431 
千円 

注）1．職員手当には退職手当を含みません。 

2．給与費は当初予算に計上されたものです。 

(3）職員の平均給料月額及び平均年齢の状況（平成13年4月1日現在） 

区 分 
一般行政職 技能労務職 

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢 

五所川原市 335,596円 41.3歳 333,247円 48.9歳 

国 329.470円 40.2歳 290.508円 48.7歳 

(4）職員の初任給の状況（平成13年4月1日現在） 

区 	分 
一般行政職 

大学卒 高校卒 

五所川原市 

（国と同じ） 

決定初任給 174,400円 141,900円 

採用 2 年経過日給料額 188,900円 151,800円 

(5）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成13年4月1日現在） 

t門 J 	4uu ,U U U 

300,000 

200,000 

100,000 

0 

I 
,
，

ー
 

・
・
」

・
  

1
 

 

一 一 

・
・
 
 
「

r
 

・
「

、
A
  

一
 

 ー
 
ー
 

I
  

抽 
行政（大卒） 行政（高卒） 労務（大卒） 労務（高卒） 

闘経験年数10年 293,882 230,700 210,9 00 
I’経験年数15年 336,329 288,867 229,367 

「 I 経験年数20年 399,850 340,925 288,300 

注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務して

いる場合は、採用後の年数をいいます。 

(6）一般行政職の級別職員数の状況（平成13年4月 日現在） 

区 分 9 級 8 級 7 級 6 級 5級 4級 3級 2 級 1級 計 

標準的な職務内容 部長 参事 課長 課長補佐 副主幹 係長 主任 主事 主事 / 
職員数（人） 9 24 43 76 34 42 35 53 14 330 

構成比（%) 27 73 13.0 23.0 10.3 12.7 10.6 16.1 43 100.0 

1 年前の構成比（%) 3.3 7.8 12.0 23.5 9-3 13.8 9-9 16.3 5J 100.0 

5 年前の構成比（%) 4.1 2.6 18.2 17.0 14.0 15.2 13J 11.3 4-5 100.0 

（注）1. 五所川原市の給与条例に基づく給料表の級区分による

職員数です。 

2，標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表

的な職名です。 
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④定員適正化計画の年次別進捗状況（実績）の内訳

〇一般行政部門（各年4月1日現在）  

区分 
平成1昨
計画前年 

平成12年 

1年目 

平成13年 

2年目 

職121昨
計 

手法（事由）の

概要 

減 員 / 0  0 0 （減員事由） 

（増員事由） 

議
 
ム
云
 

増 員 ノ 0 0 0 

差 引 / 0 0 0 

職員数 5 5 5 / 
『
」
梶
 
務
 

減 員 / 1  3 4 （減員事由） 

	 中心市街地対策室 
の業務完結 

（増員事由） 
企画調整業務の増 

増 員 /7 3 2 5 

差 引 / 2 △1 1 

職員数 98 100 99 / 

減 員 / 1  1 2 （減員事由） 
	 欠員不補充 

（増員事由） 

税
 
務
 

増 員 ソ 0 0 0 

差 引 / 
△1 △1 L2 

職員数 28 27 26 / 

民
 
生
 

減 員 / 0  10 10 （減員事由） 

増 員 
 	／ソ 

5 0 5 
	 介護保険課職員の 

別会計への異動 

（増員事由） 差 引 > 
5 △10 △5 

職員数 47 52 42 / 

衛
 
生
 

減 員 / 1 	 0  1
 
1
 
 

（減員事由） 

（増員事由） 
増 員 7 

1 0 

差 引 / 
0 0 0 

職員数 26 26 26 / 

労
 
働
 

減 員 / 1 	 0  1 （減員事由） 

（増員事由） 
増 員 ソ 0 0 0 

差 引 / △1 0 △1 

職員数 3 2 2 / 

農
 
水
 

減 員 / 0  1 1 （減員事由） 
	 欠員不補充 

（増員事由） 

増 員 7 0 0 0 

差 引 > 
0 △1 △1 

職員数 36 36 35 / 

商
 
工
 

減 員 / 0 	 0  0 （減員事由） 

（増員事由） 
観光関係の業務増 

増 員 ／ノ 1 1 2 

差 引 // 1 1 2 

職員数 11 12 13 ノ／ 

土
 
木
 

減 員 / 0 	 1  1 （減員事由） 
欠員不補充 

増 員 ソ 1 2 3 

差 引 / 1 1 2 
（増員事由） 

法定外公共物対策 

職員数 51 52 53 / 
’室新設による増 

(9）特別職の報酬等の状況 
（平成13年4月1日現在、期末手当は平成12年度の実績） 

給 	料 報 	酬 期末手当 

市 	長 865,000円 

助 役 705,000円
収入役 630,000円 

議 	長 435,000円 

副議長 390,000円
議 員 360,000円 

6月期 1.45月分 

12月期 1.75月分 

3月期 0,40月分計3.6月分 

(10）部門別職員数の状況と主な増減理由（各年4月1日現在） 

\ 

職 員 数 対
増
 
前
減
 
年
数
 

主な増減理由 
平成12年 平成13年 

議 	会 1
 
5
0
7
2
6
2
6
2
2
 
 

0
2
5
2
 
3
1
5
 

 

5 0 
総務企画 99 △ 1 中心市街地対策室の業務完結 

税 	務 26 △ 1 欠員不補充 

民 	生 42 △ 10 介護保険課が公営会計へ異動 

一般行政 
衛 	生 

労 	働 

農林水産 

26 
2 

35 

0 
0 

L1 欠員不補充 

商 	工 13 1 観光関係の業務増 

土 	木 53 1 法定外公共物対策室の新設 

小 計 312 301 △ 11 

特別行政 教 	育 62 60 L 2 欠員不補充 

病 	院 300 n乙
  
9
1
1
2
 
 

7

9
6
7
  

L 3 欠員不補充 

公営企業 
水 	道 

下水道 

20 
17 

△ 1 
L 	1 

欠員不補充 

欠員不補充 
等会計 その他 17 10 介護保険課カレ般行政から異動 

小 計 354 359 5 

合 	計 728 720 L8 

（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身

分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時又は非

常勤職員を除いています。 

(11）定員適正化計画の数値目標及び進捗状況

①定員適正化目標 

国における地方分権一括法及び介護保険法施行に伴い

事務量が増大することが予想されるため、今回の計画（ 

平成12年度から16年度の 5年間）における職員の削減

は図れない状況です。 

しかしながら、めまぐるしく変化する社会情勢に適確

に対応するため計画期間内においても積極的に計画の見

直しをする予定です。 

②定員適正化手法の概要 

定員管理の適正化のため、事務事業の見直し、組織機

構の簡素・合理化、民間委託やOA化の推進等により職

員数の増加を抑制します。 

欠員の不補充、新規採用者の抑制、職員の配置転換等

により段階的に適正化を図ります。 

③定員適正化計画の年次別進捗状況（実績）の概要 

（各年4月1日現在） 

区分 
平成11年
計画前年 

平成12年 

1年目 

平成13年 
2 年目 

平成12-1鋒
計（達成率） 

（参考） 

数値目標 

一般行政 

減 員 

増 	員 ジ 7 

0
 

 1
  
1
 
0
  

11  

7 
/ 

差 引 / 7 △ 11 M(100%) 2 

職員数 305 312 301 307 
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(6）消防職員の級別職員数の状況（平成13年4月1日現在） 

区 分 9 級 8 級 7 級 6 級 5 級 4級 3級 2 級 1級 計 

行
 
政
 
叫
 

標準的な職務内容 部長 参事 課長 灘融 副主幹 係長 主任 主事 主事 N 
職員数（人） 1 1 

構成比（%) 100.0 100.0 
月月‘ 

1年前の構成比（%) 100,0 100.0 

五
所
川
原
消
防
 

標準的な職務内容 

N
  

消防長 署長 課長 隊長 副隊長 係長 主任 主事 N 
職員数（人） 1 2 14 5 6 15 14 31 88 

構成比（%) 1.1 2.3 15.9 5.7 6.8 17.1 15.9 35.2 100.0 

昨前の構成比（%) L2 2.3 12.8 7.0 5.8 18.6 17.4 34.9 100.0 

鶴
 
田
消
防
 

標準的な職務内容 

\
  
\
  

署長 署長 司令 司令補 士長 副士長 消防士 N 
職員数（人） 1 11 9 5 8 1 35 

構成比（%) 2.9 31.4 25.7 14.3 22.8 2.9 100.0 

昨前の構成比（%) 2.9 31.4 20.0 17.1 22.9 5.7 100.0 

（注）1．五所川原地区消防事務組合の給与条例に基づく給料表

の級区分による職員数です。 

2．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表

的な職名です。 

' (7）職員手当の状況 

期 末 
勤勉手当 
12 年度
支給割合 

\ 五所川原地区消防事務組合 国 

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当 

6 月期 1.45月分 0.6月分 1.45月分 0.6月分 

12月期 1.75月分 0.55月分 1.6月分 0.55月分 

3 月期 0.4月分 0.55月分 

計 3.6月分 1.15月分 3.6月分 1.15月分 

（注H．職制上の段階 職務の級等による加算措置があります 

退職手当 

~

～一～
~~ 自己都合 勧奨・定年 

勤続 2 0 年 21.0月分 2 8.8 7 5月分 

支 給 率 

（国と同じ） 

勤続 2 5 年 33.75月分 44.55月分 

勤続 35 年 47.5月分 62.7月分 

最高限度額 60.0月分 62.7月分 

1人当たり平均支給額 29,689千円 

注）1. 定年前早期退職特例措置（2%'-'20％加算） 

戸 	2．退職時特別昇給 五所川原 1号 

鶴田 勤続20年以上25年未満 1号 

勤続25年以上 	2号 

3．退職手当の 1人あたりの平均支給額は、前年度に退職

した全職種に係る職員に支給された平均額です。 

特殊勤務 

手 	当 

(32年度） 

区 	 分 全 職 種 

職員全体に占める手当支給職員の割合 99.2% 

支給対象職員1人当たり平均支給年額 48,026円 

手当 の職種（手当数） 3 

代表的な
手当の名称 

支給額の多い手当 夜間通信勤務手当 

多くの職員に支給
されている手当 

出動手当 

時間外
勤務手当 

12年度 
支 給 総 額 38,389千円 

職員1人当たり支給年額 315千円 

11年度 
支 給 総 額 56,746千円 

職員1人当たり支給年額 466千円 

五所川原地区消防事務組合職員の

給与・定員管理等の状況 

五所川原地区消防事務組合（構成市町・五所川原市、鶴

田町）職員の給与は、国や他の地方公共団体との均衡など

に配慮しながら五所川原地区消防事務組合議会の審議を経

て、条例で定めることになっています。 

皆さんに、五所川原地区消防事務組合職員の給与及び定

員管理等の実態を知っていただくため、そのあらましをお

知らせします。 

(1）人件費の状況（一般会計決算） 

区分 

住民基本 

台帳人口 

(12年度末） 

歳出額 

A 
実
収
 
質

支
 

人件費 

B 

雄
解
咽
 

 

（参考） 

平成11年度

の人件費率 

12年度 
13.3.3囲在 
66,382人 

1,221,492 
千円 

柳
細
  

1,035,928 
千円 

84.8% 86.7% 

注）L 平成12年度一般会計決算による人件費の状況です。 

2．人件費決算は消防職員のみである。 

3．住民基本台帳人口は五所川原市と鶴田町の合算人口で 

す。 

(2）職員給与費の状況（一般会計予算） 

区分 
職員数 

A 

給 	与 	費 宙
ョ
」与
与
  

1
,コn一
A
  

tん
馨只
n
リ

夫
瞬
町
 

給料 
職員 

手当 

期末・

勤勉手当 

計

B
  

13年度 124人 
475,269 

千円 

177,628 
千円 

203,604 
千円 

856,501 
千円 

6,907 
千円 

注）1. 職員手当には退職手当を含みません。 

2．給与費は当初予算に計上されたものです。 

(3）職員の平均給料月額及び平均年齢の状況（平成13年4月1日現在） 

区 分 
行 政 職 消 防 職 

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢 

事務組合 412,300円 58.0歳 316,702円 39.9歳 

国 329,470円 40.2歳 348,528円 41.6歳 

(4）職員の初任給の状況（平成13年4月1日現在） 

区 	分 

消防本部‘五所川原消防署 鶴田消防署 国 

決 定

初任給 

採用 2 年

経過日給料額 

決 定

初任給 

採用 2 年

経過日給料額 

決 定

初任給 

採用 2 年

経過日給料額 

消防職 
大学卒 190,000円 207,500円 184,000円 198,300円 202,600円 218,100円 

高校卒 160,200円 174,100円 153,500円 167,900円 160,200円 174,100円 

(5）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成13年4月l日現在） 

（円） 

300,000 

200,000 

100,000 

0 

r

1' 
1  

‘

・ 
，  

」

・し 一  

‘

ー

ー
  

一
 

一
 

？

・
I・
 

I
ー
ー
 

'

I‘
ーA
  消防耳 哉（大卒） 消防職（ 高卒） 

闘経験年数10年 271,933 243,378 

'I経験年数15年 308,300 284,779 
醐経験年数20年 359,700 334,791 
注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務して

いる場合は、採用後の年数をいいます。 
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女
性

消
防

団
員
 

青
山

荘

を
慰

問
 

お
は
ぎ
作
り
で
 

喜
ば
れ
る
 ノ

 

十
一
一月
一
日
、
五
所
川
原
市
消
防
団

女
性
消
防
団
員
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
 

ー
ム
「
青
山
荘
」
を
慰
問
し
お
年
寄
り

と

一
緒
に
お
は
ぎ
作
り
を
し
ま
し
た
。
 

女
性
消
防
団
は
、
こ
れ
ま
で
防
火
パ
レ
 

ー
ド
や
一
人
暮
ら
し
の
老
人
家
庭
を
訪

問
し
防
火
予
防
の
周
知
に
努
め
て
き
ま

し
た
が
、
も
っ
と
活
動
範
囲
を
広
げ
よ

う
と
今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
り
ま

し
た
。
 

お
は
ぎ
作
り
で
は
ト

ー
ク
を
し
た
り

歌
を
披
露
し
た
り
し
て
和
気
あ
い
あ
い

と
し
た
中
で
作
業
し
た
後
、
で
き
た
て

の
お
は
ぎ
を
食
べ
た
お
年
寄
り
は
お
い

し
そ
う
に
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。
 

五
所

n
 
区
 肖
 

「 但
白
、
ら
」
お
川
ら

・
 

油
漏
れ
・
ガ
ス
漏
れ

事
故
に
気
を
付
け
て
 

五
所
川
原
地
区
 

消
防

事
務
組
合

消
防
本

部
 

五
所
川
原

地
域
防

災
協
会
 

昨
ン
ー
ズ
ン
は
例
年
に
な
い
大
雪
に

み
ま
わ
れ
、
 一
般
家
庭
等
に
設
置
さ
れ

て
い
る
灯
油
を
貯
蔵
し
て
い
る
ホ

ー
ム

タ
ン
ク
（
以
下
「
H
T
」
と
い
う
）
等

か
ら
の
油
漏
れ
事
故
が
多
発
し
ま
し
た
。
 

ま
た
雪
に
よ
る
ガ
ス
漏
れ
事
故
も
毎
年

発
生
し
て
い
ま
す
。
 

次
の
こ
と
に
注
意
し
、
ガ
ス
漏
れ
、
 

油
漏
れ
事
故
の
な
い
よ
う
気
を
付
け
て

く
だ
さ
い
。
 

①
H
T
か
ら
ポ
リ
容
器
へ
の
小
分
け
の

際
は
、
そ
の
場
を
離
れ
な
い
。
 

②
配
管
を
点
検
し
、
変
形
、
破
損
等
が

あ
る
場
合
は
取
り
替
え
る
。
 

③
H
T
は
転
倒
防
止
の
た
め
ア
ン
カ
ー
 

ボ
ル
ト
等
で
固
定
す
る
。
 

④
で
き
れ
ば
H
T
は
、
油
が
外
部
に
流

出
し
な
い
よ
う
防
油
堤
（
コ
ン
ク
リ
 

ー
ト
等
で
造
ら
れ
た
桝
）
の
中
に
設

置
す
る
。
 

⑤
H
T
及
び
ガ
ス
ボ
ン
べ
は
屋
根
雪
が

落
ち
な
い
場
所
に
設
置
す
る
。
 

⑥
H
T
及
び
ガ
ス
ボ
ン
べ
周
囲
は
こ
ま

め
に
雪
か
た
づ
け
を
す
る
。
 

容
（
M
)
4
 

⑥
事
故
時
の
連
絡
先

油
漏
れ
は
 

・

五
所
川
原
消
防
署か

（
3
5)
 

（
躍）
3
4
3
2
 

（都
市
ガ
ス
）
 

・

五
所
川
原
ガ
ス
丑
 

0
6
2
 

2
0
1
9
 

ガ
ス
漏
れ
は
五
所
川
原
消
防
署
の
ほ
 

か
 

（」
P
ガ
ス
）
 

・

各
家
庭
ヘ
ガ
ス
ボ
ン
べ
を
取
り
付
け

て
い
る
業
者
 

・

西
北
五
」
P
ガ
ス
保
安
セ
ン
タ
ー
 

(8）部門別職員数の状況と主な増減理由（各年4月1日現在） 

\ 

職員数 対前年
増減数 

主な増減理由 
平成12年 平成13年 

特別行政 消防 122 124 2 消防力の基準見直しによる欠員補充のため 

合 	計 122 124 2 

注）職員数は一般職及び消防職に属する職員数であり、地方
公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、 
臨時又は非常勤職員を除いている。 

(9）定員適正化計画 

①定員適正化目標 

現在当組合は、火災の予防、警戒及び鎮圧並びに救急業

務を実施するために必要な最小限度の施設及び人員につい

て定められた「消防力の基準」に基づいて、必要な人員を

配置しております。しかしながら、近年の消防行政に対す

る住民の需要は、複雑多様化の度合いを益々増しており、 

消防が的確に対応するための最少限度の人員について更に

調査研究し、最少経費で最大の効果を挙げ得るよう、積極

的に計画の見直しをする予定でおります。 

②定員適正化手法の概要 

定員管理の適正化のため、出動態勢、組織機構の見直し、 

計画的な人事管理により段階的に適正化を図ります。 

区 分 内 容（月 	額） 

扶養手当 

（国と同じ） 

配 偶 	者 16,000円 

配
偶
者
以
外
 

 

1人目 

配偶者が扶養親族である場合 6,000円 

配偶者が扶養親族でない場合 6,500円 

配偶者が無い場合 11,000円 

2人目 6,000円 

3人目以上 各 3,000円 

16 歳から22歳までの子の加算額 各 5,000円 

居住手当 
（国の持家は 

1,000円） 

借 	家（借 間） 	限度額 	27,000円 

持 	家 3,000円 

通勤手当 
（国の限定額 

は消防本部 
と同じ） 

- 消防本部・

五所川原消防署 
鶴田消防署 

交通機関等利用者 限定額 50,000円 55,000円 

交通用具利用者 限定額 20,900円 20,900円 

火災・救急出動概況 
五所川原消防署館内11月の火災、救急、救助出動件数（単位件） 

区 分 
火 災 救 急 救 助 

月別 累計 月別 累計 月別 累計 
平成13年 3 36 97 1,075 3 32 
平成12年 1 30 94 1,031 4 29 
比 	較 2  6 3 44 1 3 

平成13年度統一標語 

たしかめて。火を消してから 次のこと 

問合せ五所川原地区消防事務組合消防本部合35-2019（内線23) 

【
‘
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と握手する笠井さん（左） 
, 

「
一
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五
農
高
生
徒
の
手
作
り
 

ゆ
う
パ
ッ
ク
全
国
へ
発
送
 

鱗
「
 

五
所
川
原
農
林
高
等
学
校
の
生
徒
ら
が
栽
培
、
加
工
し
た
農
作
物
を
詰
め
合
わ

せ
た
「
ゆ
う
パ
ッ
ク
」
三
百
個
が
十
二
月
」
百
、
全
国
に
向
け
て
発
送
さ
れ
ま
し

た
。
 

ゆ
う
パ
ッ
ク
の
中
身
は
、
つ
が
る
ロ
マ
ン
五
キ
ロ
（
紙
マ
ル
チ
栽
培
）
、無
袋
ふ

じ
の
り
ん
ご
八
か
ら
十
個
、
赤
、
い
り
ん
ご
な
ど
の
ジ
ャ
ム
缶
詰
三
缶
が
入
っ
て

い
て
、
す
べ
て
生
徒
が
生
産
製
造
し
た
実
習
農
産
物
で
す
。
 

豆
為
 

）
 

J
ー
 
世
 
ど
、
／
 
一

？
 
こ

の
企
画
は
、
来
年
五
農

が
創
立
百
周
年
を
迎
え
る
こ

と
か
ら
安
心
安
全
な
食
品
を

提
供
し
よ
う
と
生
徒
が
作
っ

た
「
詰
め
合
わ
せ
パ
ッ
ク
」
 

を
五
所
川
原
松
島
郵
便
局
の

中
川
茂
局
長
ら
の
発
案
で
始

り
今
年
で
三
年
目
を
迎
え
ま

す
。
出
発
式
で
は
詰
め
込
み

作
業
し
た
食
品
化
学
科
一
年

楼
庭
晋
君
が
「
私
た
ち
が
生
 

費
 
‘
 

二
I

．
【
産
し
た
安
全
な
農
作
物
を
全

国
の
人
に
食
べ
て
い
た
だ
き

た
い
。
今
後
と
も
地
域
に
密

着
し
た
い
い
も
の
を
作
る
た

め
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
意
気

込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
 

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
後
、
ト
ラ
ッ

ク
が
走
り
出
す
と
生
徒
ら
は

拍
手
で
見
送
っ
て
い
ま
し
た
。
 

東
奥
日
報
社
が
郷
土
の
発
展
に
貢
献
し
、
産
業
、
学
術
、
文
化
の
各
分
野
で
著

し
い
功
績
の
あ
っ
た
人
に
贈
る
第
五
十
四
回
東
奥
賞
を
受
賞
し
た
本
市
桜
田
の
笠

井
実
さ
ん
が
十
二
月
三
日
、
受
賞
の
報
告
に
市
役
所
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
 

笠
井
さ
ん
は
、
本
県
大
規
模
稲
作
経
営
の
パ
イ
オ
ー
ー
ア
と
して
、
機
械
化
、
農

地
集
約
を
進
め
て
労
働
生
産
性
を
高
め
る
と
と
も
に
集
落
ぐ
る
み
の
農
地
利
用
調

整
に
大
き
な
成
果
が
あ
げ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
受
賞
し
ま
し
た
。
 

農
業
関
係
で
は
三
人
目
、
五
所
川
原
市
で
は
六
人
目
の
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
笠

井
さ
ん
は
、
「夢
み
た
い
で
す
。
農
業
が
こ
ん
な
時
期
に
い
た
だ
い
た
こ
と
は
私
に

も
っ
と
が
ん
ば
れ
と
い
う
励
ま
し
の
意
味
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

自
己
研
鎖
し
よ
り
よ
い
農
業
を
目
指
し
ま
す
」
と
は
っ
き
り
と
し
た
ロ
調
で
話
し

て
い
ま
し
た
。
 

成
田
市
長
は
、
「今
後
と
も
様
々
な
提
言
を
し
て
い
た
だ
き
明
る
い
農
業
を
切
り

開
い
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
し
て
農
業
は
も
と
よ
り
市
に
も
元
気
を
与
え
続
け
て

ほ
し
い
」
と
お
祝
い
し
ま
し
た
。
 

善
意
の
花
か
ご
 

5
ど
う
も
あ
り
が
と
う
 

ご
ざ
い
ま
し
た
5
 

⑥
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

o

五
所
川
原
市
立
第
一
中
学
校
J
R
C
 

委
員
会
（
佐
藤
佑
樹
代
表
）H
六
万
七

千
三
百
八
十
九円

（
バ
ザー
収
益
金
）
。
 

o

ち
ど
り
会
（
佐
々
木
伸
雄
代
表
）H
十

七
万
五
千
六
百
二
十
八
円

（
歳
末た

す
け
あ
い
芸
能
祭
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
益

金
）
。
 

〇
五
所
川
原
市
朝
市
の
会
（
中
野正
一
代

表
）H
五
万
円
。
 

o

生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
あ
お
も
り
 

（
市
田
緑理
事
）H
五
千
円
。
 

⑥
養
護
老
人
ホ
ー
ム

く
る
み
園
へ

〇
五
所
川
原
市
法
永
寺
（
小山
田
顕
裕

住
職
）

・
青
森
市
台
徳
寺
（
佐
々
木
尭

贋
住
職
）・
黒
石
市法
嶺
院
（
横
山
実

照
住
職
）H
慰
問

（
法
要
、法
話
、
幻

燈
機
ス
ラ
イ
ド
鑑
賞
）
、寄
贈
（
ど
ら

焼
き
、
シ
ュ

ー
ク
リ
ー
ム
入
り
菓
子

箱
七
十
箱
）
。
 

⑥
五

所
川
原
消
防
署
・
五
所
川
原

市
消
防

団
へ
 

o

全
労
済
五
所
川
原
地
区
共
済
会
（
白

川
政
則
会
長
）H
寄
贈
（
火
の
用
心
旗

四
十
枚
、
ポ
ー
ル
四
十
本
）
。
 

⑥
立
侵
武
多
の
館
へ
 

o

あ
お
も
り
信
用
金
庫
昭
和
パ
ー
ル
会
 

（
小
田川
政
司
会
長
）H
九
万
六
千
七
百

七
十
六
円
。
 

⑨
五
所
川
原
市
へ
 

o

伊
藤
博
行
さ
ん
（
三
重
県
志
摩
町
在

住

・
市
内原
子
出
身
）H
寄
贈
（
油
絵

百
号
一
点
）
。
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組
み
ね
ぷ
た
講
習
会
 

観
光
課
 
内
線
3
9
5
 

立
侵
武
多
製
作
所
公
（3
3)
3
5
4
0
 

ヘ
ノ
ーコ
・一
 
上
 
旬
 

・

」ー

f

お
知
ら
せ
 

家
族
で
映
画
を
 

楽
し
む
会
ー

1
2月
 

ね
ぷ
た
の
面
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

面
（
顔
）
の
骨
組
み
か
ら
完
成
ま
で
親

切
丁
寧
に
指
導
い
た
し
ま
す
。
 

●

1
月
7
日
囲
5
1
1日
国
 

1
8時
5
2
0時
 

立
侵
武
多
製
作
所
 

◇
対
象
 
小

・
中

・
高
校
生
・
一
般
 

（
小
学校
低
学
年
は
父
兄
同
伴
で
、
ま
 

た
親
子
で
の
参
加
も
歓
迎
い
た
し
ま

す
）
 

◇
受
講
料
 
無
料
 

◇
申
込
締
切
 
当
日
申
込
可
 

◇
用
意
す
る
も
の
 
ペ
ン
チ
等
 

中
央
公
民
館
廿
（
3
5)
6
0
5
6
 

今
年
度
の
ア
ニ
メ
映
画
よ
り
5
山
里

に
一
人
で
く
ら
す
お
じ
い
さ
ん
。
そ
こ

へ
あ
る
日
、
子
ぎ
つ
ね
が
孫
と
名
の
っ

て
現
れ
た
。
 冨
」
いや
り
の
心
、
人
の

ぬ
く
も
り
を
伝
え
る
愛
の
物
語
』
 
と
、
 

恒
例
の
『
日
本
昔
ば
な
し
』
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。
 

●

1
2月
2
2日
田
 

1
0時
5
1
1時
釦
分
 

中
央
公
民
館
2
階
 
視
聴
覚
室
 

◇
題
名
 
『
源
吉
じ
い
さ
ん
と
子
ぎ
つ
 

ね
』
、
『日
本
昔
ば
な
し
』
よ
り
、
金
太
 

郎
、
宝
の
下
駄
、
お
む
す
び
こ
ろ
り
 

ん
、
馬
方
と
タ
ヌ
キ
ほ
か
 

◇
会
費
 
無
料
 

平
成
1
4年新
年
名
刺
交
換
会

総
務
課
 
内
線
4
0
2
 

●

1
4年
1
月
1
日
因
  
1
1時
 

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
五
所
川
原
2
階

◇
会
費
 
3
、
0
0
0
円

（
申込
と
同

時
に
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
）
 

◇
申
込
締
切
 
1
2月
2
5日
因
 

◇
申
込
先
 
市
総
務
課
（
内線
4
0
2
)
 

◇
主
催
 
五
所
川
原
市
、
五
所
川
原
商

工
会
議
所
、
ご
し
ょ
が
わ
ら
市
農
業

協
同
組
合
 

、
 

hf口「m日七iロn 

製
造
事
業所
の
皆
さ
ま
へ
 

統
計
調
査
に
ご協
力
＜
だ
さ
い
 

企
画
課
 
統
計
係
 
内
線

4
6
2
 

五
所
川
原
市
 

医
療
技
術
職
員
 

採
用
試
験
 

◇
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員
 

①
診
療
放
射
線
技
師
1
名
 

②
看
護
婦
（
士
）・
助
産
婦
6
名
 

◇
受
験
資
格
 
昭
和
タ
年
4
月
2
日
 

以
降
に
生
ま
れ
、
次
に
該
当
す
る
者
 

と
す
る
。
 

①
診
療
放
射
線
技
師
免
許
又
は
看
護
婦
 

（士
）

・
助
産
婦
免
許
取
得
者
 

②
1
4年
5
月
末
ま
で
に
診
療
放
射
線
技
 

師
免
許
又
は
看
護
婦
（
士
）
・
助
産
婦
 

免
許
取
得
見
込
み
の
者
 

◇
採
用
試
験
日
時
及
び
場
所
 

1
4年
2
月
6
日
困
 
1
0時
3
0分
 

西
北
中
央
病
院
c
棟
2
階
大
会
議
室
 

◇
採
用
予
定
月
日
 

1
4年
4
月
1
日
以
降
 

◇
試
験
方
法
 

作
文
、
面
接
及
び
書
類
審
査
 

◇
受
験
申
込
期
限
及
び
問
い
合
わ
せ
先
 

1
4年
1
月
2
5日
国
 

受
験
申
し
込
み
の
「
提
出
書
類
」
等
、
 

詳
細
に
つ
い
て
は
西
北
中
央
病
院
管
理
 

課
庶
務
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

◇
 

◆
 
◇
 
◆
 

第
2
7回
ス
ポ
ー
ツ
医
事
 

相
談
室
の
開
設
に
つ
い
て
 

教
育
委
員
会
 
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

内
線
5
6
0
・
5
6
1
 

F
A
X
(3
4)
3
1
9
2
 

ス
ポ
ー
ツ
障
害
や
健
康
管
理
に
つ
い

て
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
が
指
導
や
助

言
を
す
る
ス
ポ
ー
ツ
医
事
相
談
室
を
開

設
し
ま
す
。
 

●

1
2月
加
日
困
・
1
3年
1
月
1
0日
困
・
 

1
7日
困
 
1
5時
、
 

働
く
婦
人
の
家
・
保
健
セ
ン
タ
ー
 

◇
申
込
方
法
 
所
定
の
申
込
用
紙
に
記

入
の
う
え
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

1
2月
3
1日
現
在
で
、
次
の
統
計
調
査

が
同
時
に
行
わ
れ
ま
す
。
 

⑥
平
成
1
3年
工
業
統
計
調
査
ー
製
造
事

業
所
の
実
態
を
調
査
 

⑥
平
成
1
3年
石
油
等
消
費
構
造
統
計
調

査
ー
従
業
者
3
0人
以
上
の
製
造
事
業

所
の
石
油
等
の
消
費
実
態
を
調
査
 

本
年
1
2月
か
ら
来
年
1
月
に
か
け
て

調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。
 

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ

い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基

づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正

確
な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

図
書
館
か
ら
あ
れ
こ
れ
 

あ
の
人
の
秘
密
 

歴
史
の
謎
を
解
く
楽
し
み
は
み
な
さ

ん
、
ご
存
じ
で
す
よ
ね
。
古
く
は
イ
ン

グ
リ
ツ
ド

・
バ
ー
グ
マ
ン
の
映
画
「
追

想
」
、新
し
い
の
で
は
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ア
ニ

メ
の
ア
ナ
ス
タ
シ
ア
。
彼
女
は
本
当
に
 

F
ン
ア
皇
女
だ
っ
た
の
か
、
偽
物
だ
っ

た
の
か
？
答
を
だ
し
た
の
は
D
N
A。

 

コフ
ル
ー
・
ブ
ラ
ッ
ド
」
を
じ
っ
く
り

お
読
み
く
だ
さ
い
。
 

日
本
物
な
ら
、
北
村
薫
の
「
六
の
宮

の
姫
君
」
。芥
川
龍
之
介
の
名
作
の
謎
に

迫
り
ま
す
。
も
し
、
読
ん
で
い
な
い
方

な
ら
絶
対
、
芥
川
の
方
を
読
ん
で
か
ら

取
り
か
か
っ
て
く
だ
さ
い
。
面
白
さ
が

違
い
ま
す
。
 

立
侵
武
多
「
軍
配
」
の
モ
デ
ル
、
大

関
清
水
川
も
謎
に
満
ち
た
人
物
で
す
。
 

若
い
頃
、
な
ぜ
、
相
撲
界
を
去
っ
た
の

か
、
満
州
で
放
浪
中
何
を
し
て
い
た
の

か
。
み
ん
な
同
じ
よ
う
な
簡
単
な
説
明

が
あ
る
だ
け
で
す
。
数
あ
る
相
撲
本
 

「力
士
の
肖
像
」
「近
世
大
関
物
語
」
で

名
大
関
と
言
わ
れ
な
が
ら
波
欄
万
丈
の

生
涯
の
詳
し
い
評
伝
が
な
い
の
で
す
。
 

ど
な
た
か
書
い
て
く
だ
さ
い
ま
せ
ん
か
 

？

・
 

◇
 

◆
 

◇
 
◆
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神
山
ス
キ
ー
場
オ
ー
プ

ン
 

教
育
委
員
会
 
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

内
線
5
6
0

・
5
6
1
 

 

嚇
流
」”
 

 

  

市（県）民税 第4期 
国民健康保険税 第6期 
介護保険料 第6期 

の納期限です。 

忘れずに納めましょう。 

収 納 	課 内線431- 435 
介護保険課 内線273 

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決

を
お
手
伝
い
し
ま
す
ー
 

青
森
労

働
局
 

公
0
1
7
(
7
34
)
4
2
1
2
 

グ
リ
ー
ソ
バ
イ
オ
村
 

ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ソ
 

農
政

課
 
内
線

3
5
2
 

0
 

1
 

五所川原市役所 公35-21 11 平成13年12月15日 

賛
珠
少
年
自
然
の
家
の
隣
に
あ
る
 

「神
山
ス
キ
ー
場
」
が
1
2月
2
5日
因
か

ら
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
料
金
は
無
料
で

す
。
た
く
さ
ん
の
ス
キ
ー
フ
ァ
ン
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
 

●

利
用
期
間
 
1
2月
2
5日
因
、
1
4年
3
 

月
2
5日
囲
ま
で
 

◇
リ
フ
ト
運
転
期
間
 

ナ
イ
タ
ー

（
土
・
日
・
祝
祭日
・
冬
 

休
み
・
春
休
み）
9
時

、
2
1時
 

平
日
 
1
6時
5
加
時
 

◇
そ
の
他
 

①
雪
の
状
態
で
リ
フ
ト
を
休
む
こ
と
が
 

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

②
利
用
者
は
、
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
等
 

に
加
入
し
対
処
し
て
く
だ
さ
い
。
 

房

険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
 

国
保
年
金

課
 

内
線

2
1
1
5
2
1
3
 

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
 

国
民
年
金
は
、
2
0歳
か
ら
印
歳
ま
で

の
如
年
間
保
険
料
を
納
め
る
と
、将
来
、
 

満
額
の
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
年
金
が
減

額
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
万
一
の
と

き
に
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
で

き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
な
い
か
、
も

う
一
度
お
確
か
め
下
さ
い
。
 

な
お
、
保
険
料
を
確
実
に
納
め
る
方

法
と
し
て
、
便
利
な
ロ
座
振
替
も
あ
り

ま
す
の
で
是
非
ご
利
用
下
さ
い
。
 

1
0月
1
日
、
個
別
労
働
紛
争
解
決
促

進
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
 

個
々
の
労
働
者
と
事
業
主
の
間
の
労

働
条
件
、
募
集
・
採
用
、
セ
ク
ハ
ラ
等

労
働
関
係
の
あ
ら
ゆ
る
紛
争
が
対
象
に

な
り
ま
す
。
 

①
ま
ず
、
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
で

情
報
提
供
し
ま
す
0
 

②
次
に
、
当
事
者
で
解
決
が
困
難
な
場

合
、
青
森
労
働
局
長
が
、
解
決
の
方

向
に
つ
い
て
助
言
・
指
導
を
行
い
ま
す
。
 

③
さ
ら
に
、
弁
護
士
・
大
学
教
授
等
か

ら
構
成
さ
れ
る
青
森
紛
争
調
整
委
員

会
が
、
紛
争
解
決
の
た
め
の
あ
っ
せ

ん
を
無
料
で
行
い
ま
す
。
 

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
青
森
労
働
局
総

務
部
企
画
室
又
は
労
働
基
準監
督
署
庁

舎
内
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
ま
で
。
 

グ
リ
ー
ン
バ
イ
オ
村
の
「
フ
ァ
ミ
リ
 

ー
ス
キ
ー
場
」
が
1
2月
2
3日
回
か
ら
オ
 

ー
プ
ン
し
ま
す
。
料
金
は
無
料
で
す
の

で
初
心
者
、
親
子
連
れ
も
楽
し
め
る
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
 

●

ス
キ
ー
場
利
用
期
間
 

1
2月
2
3日
回
5
1
4年
3
月
1
0日
回
 

●

リ
フ
ト
運
転
期
間
 
ナ
イ
タ
ー
ス
キ
 

ー
の
み
9
時
、
加
時
ま
で
。
そ
れ
以

外
は
9
時
5
1
6時
ま
で
で
す
。
 

①
1
2月
2
3日
回
、
1
4年
1
月
1
4日
囲

の
期
間
は
、
毎
日
リ
フ
ト
を
運
転
し

ま
す
。
 

②
1
月
1
9日
田
か
ら
は
、
土
、
日
、
祝

祭
日
の
み
リ
フ
ト
を
運
転
し
ま
す
。
 

③
ナ
イ
タ
ー
ス
キ
ー
は
、
土
、
日
、
祝

祭
日
の
み
利
用
で
き
ま
す
。
 

平
成
1
3年
度
文
化
 

奨
励
賞
該
当
者
募
集
 

教
育
委
員

会
 
生
涯

学
習
課
 

内
線

5
5
6
 

市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
1
3年
度

の
文
化
奨
励
賞
の
該
当
者
（
団体
）
を

募
集
し
ま
す
。
自
薦
他
薦
は
間
い
ま
せ

ん
の
で
次
の
要
件
に
該
当
す
る
と
思
わ

れ
る
方
（
団
体
）
に
つ
い
て
推
薦
を
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
推
薦
用
紙
は
市

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
に
あ
り
ま
す
。
 

◇
対
象
者
（
団
体
）
市
内
に
住
所
を
有
 

す
る
個
人
、
又
は
市
内
に
文
化
活
動
 

の
本
拠
を
有
す
る
団
体
。
 

◇
分
野
 

芸
術
分
野
 
文
学
、
美
術
、
音
楽
、
 

演
劇
、
映
画
、
舞
踊
、
茶
道
、
生
花
、
 

書
道
、
写
真
等
 

学
校
教
育
分
野
 
絵
画
、
版
画
、
作

文
、
俳
句
、
論
文
等
学
校
教
育
の
一

環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
 

◇
対
象
者
（
団
体
）
の
基
準
 
全
県
規

模
の
大
会
で
最
高
賞
を
受
賞
、
又
は

東
北
、
全
国
規
模
の
大
会
で
優
秀
な

成
績
を
お
さ
め
た
個
人
及
び
団
体
。
 

◇
対
象
と
な
る
大
会
 
平
成
1
2年
1
2月
 

1
日
よ
り
平
成
1
3年
1
1月
幻
日
の
間

に
開
催
さ
れ
た
全
県
規
模
の
大
会
及

び
東
北
、
全
国
規
模
の
大
会
。
 

◇
推
薦
方
法
 
所
定
の
推
薦
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
大
会
開
催
 
 

要
項
及
び
表
彰
状
の
コ
ピ
ー
を
添
付

し
生
涯
学
習
課
ま
で
お
申
込
く
だ
さ

い
。
 

◇
推
薦
締
切
 
1
2月
2
6日
困
必
着
で
お

願
い
し
ま
す
、
 

自
動
車
事
故
に
よ
り

重
度
の
後
遺
障
害
を
負

わ
れ
た
方
へ
の
介
護
料

支
給
制
度
を
ご
存
じ
で

す
か
 

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ

ー
青
森
支
所
 

公
0
1
7
(
7
3
9
)
0
5
5
1
 

対
象
と
な
る
方
は
自
賠
責
保
険
等
に

よ
る
後
遺
障
害
等
級
認
定
が
1
級
の
3
 

号
又
は
4
号
に
該
当
す
る
方
と
2
級
の
 

3
号
又
は
4
号
に
該
当
す
る
方
で
す
。
 

そ
れ
ぞ
れ
月
額
5
8
、
5
7
0
円
か

ら
1
3
6
、
8
8
0
円
の
範
囲
と
月
額
 

2
9
、
2
9
0
円
か
ら
5
4
、
0
0
0
 

円
の
範
囲
で
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

た
だ
し
、
労
災
保
険
、
介
護
保
険
等

の
公
的
補
償
給
付
を
受
け
て
い
る
場
合

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
 

受
給
申
請
は
所
定
の
書
類
が
必
要
で

す
。
申
込
み
、
間
い
合
わ
せ
は
、
 

〒
0
3
0
1
0
8
4
3
 

青
森
市
浜
田
字
豊
田
1
3
9
1
2
1
 

（
青森
県
交
通
会
館
3
階
）
 

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
青
森
支
所

ま
で
。
 



不凍水栓・水抜栓

のハンドルは、水を出す

ときも止めるときも、 
キッチリ開閉 

年末年始の業務案内 
◆年末年始、市の各施設は次のとおり休業します。 

歴史民俗資料館・旧平山家 12月27日（木）~1月 4 日（金） 

中央公民館・図書館 12月28日（金）~1月 4日（金） 

本庁・各支所・働く婦人の家・体育館・勤労青少年ホーム
サンビレッジ五所川原・五所川原地域職業訓練センター 

12月29日（土）~1月 3日（木） 

西北中央病院（ただし、急患の場合は随時診療いたします） 	 12月29日（土）~1月 3日（木） 

※小児科のみ次の日程で診療いたします。 
●1月 2日（水） 受付時間 8時30分～11時 

年末年始のごみ収集について 
◆年末年始のごみ収集について 

年末年始のごみ収集は、 12月31日（月）から 1月 3日（木）の期間、休ませていただきます。 1月4日（金）より収集を再 
開いたしますので、休み期間中は絶対にごみを出さないようお願いいたします。一部地域で 1月 4日（金）から 1月 8日（火） 
の期間、日程が変則的になりますのでご協力お願いいたします。 

※収集日程はお手元のごみ収集カレンダーをご覧ください。お持ちでない方は、環境対策課までお越しください。 
◆五所川原市ー般廃棄物最終処分場（野里）へのごみの搬入について 
12月31日（月）から 1月 3日（木）まで休みとなります。一般の方の搬入は、 1月 5日（土）から例年同様、月、水、土曜 

日となります。 
◇問い合わせ先 環境対策課 内線231・233 

西北五環境整備事務組合からのお知らせ 
◆西部クリーンセンター（稲垣）の年末年始の利用について 
12月31日（月）から 1月 3日（木）の期間、休ませていただきます。 1月 4日（金）より平常通り業務を行いますので、 

よろしくお願いいたします。また、し尿の汲み取りは早めにお願いいたします。 

◇問い合わせ先 西部クリーンセンター 合46-2141 
西北五環境整備事務組合 丑3 6-3004 

葬斎苑からのお知らせ 
1月1日（火）と 1月 2 日（水）の 2日間は休苑日となっていますのでご注意ください。 

◇問い合わせ先 葬 斎 苑 云2 9-36 20（受付時間 9時～14時） 

環境対策課 内線231・233 

~●~●~●~●~」．●． ● ● ● . , S ● S ● S ● S ● S ● S ● S I ● ● S ' S ● S 与 S 舟 S ● S " S I 5 I' 5r 5I 5・ 

”そ道盾の凍結にご注意を！ 	I 

◇水抜き栓・不凍栓を備え付けの場合 ◇水抜き栓・不凍栓を備え付けの場合 
長い間家を留守にする時や就寝前には、必ず水抜き栓・

不凍栓のハンドルをしっかり止まるまで閉め、蛇口を一
杯に開いてください。 
※ハンドルをしっかり止めないと、地下に水が少しづつ
流れる場合があります。 

◇電熱ヒーターの場合 
ネズミの害を防ぐため、立ち上がり部分をボックスで 

囲むようにしてください。 

◇むき出しの管や、野外に蛇口がある場合 
蛇口や水道管の立ち上がりなどの露出部分に、保温材 

（毛布類・コモ等）を巻き付ける。 

◇軽い凍結の修理の仕方 
凍結したときは、露出している管（保温筒などは取り

外す）や蛇口などにタオルかぞうきんを巻き付け、その
上からお湯をゆっくりかけると、軽い凍結なら水が出る
ようになります。 

☆注意☆ 
直接熱湯をかけたり、直火を当てたり、また電気を直 

接流す解氷などは、蛇口の破損や火災の危険があります。 

※凍結防止のための放水はやめてください。 
水を出しっ放しにすると、メーターが次第に上がり、 

春の検針精算の際、料金にハネ返り、思わぬ支出となり
ます。 

◇積雪時における検針にご協力を 
積雪時に検針するため水道メーターの周りの除雪をお願
いいたします。積雪のため、やむを得ず検針のできない
ところは、 「推定水量」で料金をいただくことになりま
すが、雪解け後の検針で推定水量と実際の使用水量に過
不足がでた場合は、水道料金を精算します。皆さんのご
理解・ご協力をお願いします。 

, 

t 

~ 

●問い合わせ先 市水道事業所 公 34-9 1 1 1 

11 平成13年12月15日 五所川原市役所 合35-2111 



C― 老人保健医療受給者のみなさんへ 国保年金司 
老人保健法の一部改正が平成 13年 1月 1日から施行されたことに伴い、外来等についての一 

部負担金が軽減されたところであります。 
一部負担金として病院等に支払った残りの医療費は、いままで使っていた国民健康保険や社会 

保険等の医療保険と国・県・市で負担する仕組みになっています。 
このため、病院に行くときには、老人保健医療受給者証・健康手帳と保険者証を一緒にお持ち 

になり、病院等の窓口へ提出してください。 
◆保険証の変更に伴う届出 

老人保健の適用を受けてから保険者証の種類が変わったとき（国保→社保・社保→国保・社 
保→社保）又は、記号・番号が変わったときには、速やかに新しい保険者証・印鑑・受給者証 
をお持ちになって変更手続きをし、受給者証と新しい保険者証を病院等の窓口に提出してくだ 
さい。 

届け出がなかった場合、医療費の全額を負担しなければならないことがあります。 
◆受給者証の再発行 

医療受給者証又は健康手帳をなくしたり、汚したり、破いたりしたときは、保険者証と印鑑 
をお持ちになり、再発行を受けてください。 

◆受給者証の返還 
他の市町村へ転出した場合や死亡した場合には、医療受給者証と印鑑をお持ちになり、手続 

一 	きをしてください。 
rー ◆補装具費用の給付 

コルセット等が必要と医師が診断し、コルセット等を作った場合、医師の診断書、コルセッ 
ト等の領収書、印鑑、通帳（本人名義で郵便局以外）をお持ちになり手続きをすると、領収書 
の 9 割が返還されます。 
なお、手続き等については、国保年金課保険給付係2階⑦番の窓口でお願いします。 

◇連絡先 公 3 5 一 2111 （老人保健担当）内線216 

お年寄りの介護のこと、生活のことで悩んでいませんか？ 
―在宅介護支援センターが巡回訪問しています一 	福祉事務所ノ 

＠在宅介護支援センターは、お年寄りの介護や生活に関する相談をお受けし、希望に添った保健 
・福祉サービスが総合的に利用できるように調整・手配する専門機関で、市がその事業運営を委
託している施設です。 
ただいま下記の市内各在宅介護支援センター職員が、地域を分担して随時、巡回訪問を行って

いますので、お気軽にお話しください。 

?
 

保
 

社
 

国
受
 

保
給

て
 

・

者

く
 

社
証
だ
 

①五所川原市在宅介護支援センター 公39-1515 
〔西北中央病院 B棟 3階〕 
※担当地区 統括的センターのため担当地区
は定めていません。 

②青山荘在宅介護支援センター 丑35-5225 
〔市内金山 特別養護老人ホーム「青山荘」 

に併設〕 
※担当地区 飯詰、長橋、 （浅井、野里、福
山、豊成区域を除く）、松島（太刀打、一
野坪、水野尾区域を除く）地区 

③あかね在宅介護支援センター 公29-3532 
〔市内前田野目 特別養護老人ホーム「あか
ね荘」に併設〕 

※担当地区 七和地区、豊成区域 
④白生会在宅介護支援センター 合33-3 102 

〔市内金山 老人保健施設「緑風苑」に併設〕 
※担当地区 五小学区、太刀打、一野坪、新

宮区域 
⑤祥光苑在宅介護支援センター 合36-3300 

〔市内沖飯詰 特別養護老人ホーム「祥光苑」 

に併設〕 
※担当地区 三好、毘沙門、中川（新宮区域を

除く）地区  

⑥さかえ在宅介護支援センター 公38-3000 
〔市内水野尾 ケアハウス「ハルニレ」に併設〕 
※担当地区 水野尾区域、栄（七ッ館、広田区

域を除く）地区、浅井、野里、福山区域
⑦五所川原市社会福祉協議会在宅介護支援センター 

公 34-3400 
〔市内鎌谷町 社会福祉協議会会館内〕 
※担当地区 ーッ谷を含む南小学区 

⑧うめた在宅介護支援センター 公27-1122 
〔市内梅田 「うめた」デイサービスセンタ 
ーに併設〕 
※担当地区 梅田地区、七ッ館、広田区域 

☆お問い合わせ等は、福祉事務所 高齢福祉課
高齢者対策係 内線542・544まで 

五所川原市役所 '35-21 11 平成13年12月15日 12 



郵
便
局
か
ら
の
お
願
い
 

五
所
川
原
郵

便
局
 

公

（
3
4)
3
2
0
2
 

M
A
N
〇
G
A
M
ー
（
馬
ノ
神
山）
 

ス
キ
ー
場
オ
ー
プ

ン
 

五
所
川
原
ス

キ
ー
ク
ラ
ブ
 

公
（
3
4)
8
8
2
2

山
田
 

M
A
N
O
G
A
M
ー
運
営
委
員
会

公
（
3
3)
2
4
8
5

斉
藤
 

放
送

大
学
学
生
募
集
 

放
送
大
学
青
森
学
習
セ
ン
タ
ー
 

公
0
1
7
2
(
3
8)
0
5
0
0
 

◇
講
習
対
象
 
つ
り
上げ
荷
重
1
ト
ン
 

以
上
5
ト
ン
未
満
の
小
型
移
動
式
ク
 

レ
ー
ン
運
転
業
務
 

◇
受
講
料
 
2
7
、
7
0
0円
（
テ
キ
 

ス
ト
代
1
、
7
0
0円
含
む
）
 

◇
締
切
 
1
月
1
7日
困
又
は
定
員
幻
名
 

に
達
し
次
第
締
め
切
り
ます
。
 

※
場
所
 

学
科
（
社
）
西
北
労
働基
準
協
会
 

2
階
大
ホ

ー
ル
 

実
技
 
斎
勝
建
設
株
構
内
 

※
受
講
資
格
 
満
1
8歳
以
上
の
方
（
女
 

性
の
方
歓
迎
しま
す
）
 

⑥
1
2月
m
日
頃
か
ら
1
月
初
め
に
か
け

て
、
ア
ル
バ
イ
ト
学
生
が
配
達
に
お
伺

い
し
ま
す
。慣
れ
な
い
配
達
で
す
の
で
、
 

愛
犬
は
郵
便
受
け
箱
か
ら
離
れ
た
位
置

に
つ
な
い
で
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
協

力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

@
1
2月
1
5日
田
よ
り
年
賀
状
の
引
受
が

始
ま
り
ま
す
。
大
切
な
新
年
の
ご挨
拶

で
あ
る
年
賀
状
を
確
実
に
元
旦
に
お
届

け
す
る
た
め
に
、
次
の
点
に
つ
い
て
ご

協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

※
郵
便
番
号
は
7
桁
で
記
載
し
て
く
だ

さ
い
。
 

※
な
る
べ
く
2
5日
因
ま
で
お
出
し
く
だ

さ
い
。
 

馬
ノ
神
山
の
自
然
と
親
し
み
、
ス
キ
 

ー
・
ボ
ー
ド
を
楽
し
も
え
 

●

オ
ー
プ
ン
 
1
2月
羽
日
田
 

◇
イ
ベ
ン
ト
 ナ
イ
タ
ー
、
ス
キ
ー
レ

ッ
ス
ン
、
級
別
テ
ス
ト
、
M
A
N
O
 

G
A
M
I
ツ
ア
ー
、
M
A
N
O
G
A
 

M
I
大
会
、
春
ス
キ
ー
等
 

放
送
大
学

（
教
養
学
部）
で
は
、
平

成
1
4年
度
第
1
学
期
の
学
生
を募
集
し

て
い
ま
す
。
 

●

出
願
期
間
 
1
2月
1
5日
田
、
 

1
4年
2
月
1
5日
岡
 

※
入
学
資
格
等
、
詳
し
い
こ
と
は
募
集
 

要
項
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
募
集
要
項
 

は
無
料
で
送
付
しま
す
。
 

◇
資
料
請
求
・
問
い合
わ
せ
 

〒
0
3
6
1
8
5
6
0
 

弘
前
市
文
京
町
1

（弘
前
大
学
創
 

立
5
0周
年
記
念
会
館
内
）
 

放
送
大
学
青
森
学習
セ
ン
タ
ー
 

税
務
署
よ
り
お
知
ら

せ
 

五
所
川
原
税務
署
公
（3
4)
3
1
52
 

,
 

、
 

嗣
屍
サ
 
ン
 

技
能
講
 
習
会
 

（社
）
西
北労
働
基
準
協
会
 

公
（
3
5)
6
3
3
6
 

＠
玉
掛
技
能
 

●

1
4年
1
月
1
5日
因
5
1
7日
困
 

3
日
間
 
9
時
、
1
7時
 

◇
講
習
対
象
 
つ
り
上
げ
荷
重1
ト
ン

以
上
の
玉
掛
業
務
 

◇
受
講
一
部
免
除
者
 

①
ク
レ
ー
ン
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
等
運

転
士
免
許
を
受
け
た
者
、
又
は
床
上

操
作
式
ク
レ
ー
ン
運
転
、
小
型
移
動

式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講
習
を修
了

し
た
者
 

②
1
ト
ン
以
上
の
玉
掛
の
補
助
作業
に
 

6
カ
月
以
上
従
事
し
た
経
験
を
有
す

る
者
 

③
1
ト
ン
未
満
の
玉
掛
作
業
に
6
カ
月

以
上
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者

◇
受
講
料
 

①
2
1
、
7
0
0
円

（
テ
キス
ト
代
を

含
む
）
→
免
除
な
し
の
者
 

②
1
8
、
7
0
0
円

（
テ
キス
ト
代
を

含
む
）
→
受
講

一
部
免
除
者

◇
締
切
 
1
月
1
0日
困
又
は
定
員
幼
名

に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
 

⑨
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
 

●

1
4年
1
月
2
2日
因
5
m
日
困
 

3
日
間
 
9
時
5
1
7時
 
 

平
成
1
4年
度
青
森
県
立
 

木
造
高
等
技
術
専
門
校
生
募
集
 

県
立
木
造
高
等
技
術
専
門
校

公
（
吃
）2
4
2
4
 

◇
募
集
人
員
 
溶
接
科・
建
築
科
・

配
管
科
 
各
加
名
 

◇
募
集
期
間
1
月
7
日
の
5
2月
m
日
困

◇
訓
練
期
間
1
4年
4
月
s
1
5年
3
月
（1
年
）
 

◇
応
募
資
格
 
離
転
職
者
な
ど
で
再
就

職
の
た
め
、
職
業
に
必
要
な
技
能
と

知
識
を
熱
意
を
持
っ
て
習
得
し
た
い

方
（
年
齢
・
性別
は
問
い
ま
せ
ん
）
 

◇
応
募
手
続
 
願書
に
必
要
事
項
を記

入
し
、
最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
へ
 

（願
書
は
公
共職
業
安
定
所
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
）
 

◇
選
考
日
 
3
月
5
日
因
 

×
 

産
業
別
最
低
賃金
が
改
正
さ
れ
ま
した
 

青
森
労
働
局
労

働
基
準
部
 

公
0
1
7
(
7
3
4
)
4
1
1
4
 

新
し
い
産
業
別
最
低
賃
金
は
1
2月
2
1
 

日
よ
り
適
用
さ
れ
ま
す
。
 

⑥
鉄
鋼
業
 

1
日
5
、7
6
8
円
1
時
間
7
2
1円

＠
電
気
機
械
器
具
製造
業
 

1
日
5
、3
0
1
円
1
時
問
6
6
3円

⑥
各
種
商
品
小
売
業
 

1
日
5
、2
6
6
円
1
時
間
6
5
9円

⑨
自
動
車
小
売業
 

1
日
5
、6
o
o円
1
時
間
7
o
o円
 

『
気
象
デ

ー
タ
と
そ
の
活
用

法
』
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内
 

五
所
川
原
地
域職
業
訓
練
セ
ンタ

ー
 

公

（
3
8)
5
1
1
5
 

●

1
4年
1
月
1
6日
困
・
2
3日
困
・
3
0日

困
 
9
時
5
1
6時
 

五
所
川
原
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
 

◇
受
講
料
 
3
、
0
0
0
円
 

◇
定
員
 
加
名
 

◇
内
容
 
天
気
予報
の
現
状
・
基
礎
、
 

天
気
図
、
気
象
デ

ー
タ
の
取
得
な
ど

◇
講
師
 
講
師
 
小
関
 英
明
氏
（
気

象
予
報
士
）
 

◇
申
込
方
法
 
電
話
にて
お
申込
く
ださ
い
。
 

◇
締
切
 
1
4年
1
月
9
日
困
（
た
だ
し

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ます
）
 

⑨
記
帳
に
基
づ
く
正
し
い
申
告
を
 

商
売
な
ど
を
し
て
い
る
方
が
、自
分
の

所
得
を
正
確
に計
算
す
る
た
め
には
毎
日

の
取
引
をき
ち
ん
と
記
帳
し
、取
引
記
録

等
を
保
存
して
お
く
こ
とが
必
要
で
す
。
 

青
色
申
告
を
して
い
な
い
方で
も
、
 一定

の
基
準
に該
当
する
方
は
、記
帳
や
記
録
の

保
存
な
どを
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

記
帳
の
しか
た
な
どに
つ
い
て
お
分
か

り
に
な
ら
な
い
点
が
あ
り
ま
した
ら
、最

寄
り
の
税
務
署
や
税
務
相
談
室
にお
尋
ね

く
だ
さ
い
。
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平成 14年度五所川原市競争入札 
ー参辺旦違一格審査申請書 

	
要領麟 

市では、平成14年度の競争入札に参加を希望する業者の申請書を受付いたしますので、次により手続きしてください。 

1受 付 期 間 平成14年2月1日～平成14年2月28日（土、日曜日及び祝祭日を除く） 

2 受付場所及び 〒037-8686 青森県五所川原市字岩木町12番地 
問い合わせ先 五所川原市財政部管財課契約調達係 電話0173-35-2111（内線474) 

3 提 出 書 類 別表のとおり（各1部） 

出 方 法 市内業者は持参してください。 

市外業者は郵送でも受付しますが、その場合は、返信用封筒（切手貼付）を必ず同封してください 
なお、 2月28日必着とします。 

5 申請書の有効年度 〇建設工事 

平成14'-lS年度（ただし、市内業者は、平成14年度のみ有効） 
〇測量・建設コンサルタント等 

平成14年度（市外業者の追加分も、平成14年度のみ有効） 
〇物品等（役務提供の業務委託を含む） 

追加受付につき平成14年度のみ有効 
（平成13年度に登録されている業者は、14年度の申請は必要ありません） 

〈りリ表〉 

建
 
設
 
工
 
事
 

申請書は国土交通省の様式を使用してください。 （青森県様式も可） 

フラットフアイル（A4型）に綴り込んで、フアイルの表紙に会社名を記載してください。 
添付書類 
①経営事項審査結果通知書の写し1部（次期決算日が到来した場合は、審査基準日（決算日）から 7 ケ月以内に審査 
を受け、有効期間が満了となる前に再度提出すること） 

②建設業許可証明書 

③工事経歴書（直前 2 年分） 
④営業所一覧表 

⑤技術職員名簿（市内業者は、技術職員に関する資格の証明書等の写しを添付すること。） 
⑥登記簿謄本（法人の場合）又は身分証明書（個人の場合） 
⑦印鑑証明書 
⑧使用印鑑届（任意様式） 

⑨年間委任状（任意様式）※代理人に委任する場合のみ提出してください。 

⑩納税証明書※下記参照（市内業者は直前1年分、市外業者は直前 2 年分） 

測
量

・
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

等
 

申請書は国土交通省の様式を使用してください。 

フラットフアイル（A4型）に綴り込んで、フアイルの表紙に会社名を記載してください。 
添付書類 
①測量等実績調書（直前 2 年分） 
②技術者経歴書 

③登記簿謄本（法人の場合）又は身分証明書（個人の場合） 

④財務諸表類（市内業者は直前1年分、市外業者は直前 2 年分） 

⑤営業所一覧表 

⑥登録証明書等 
⑦印鑑証明書 

⑧使用印鑑届（任意様式） 
⑨年間委任状（任意様式）※代理人に委任する場合のみ提出してください。 

⑩納税証明書※下記参照（直前 1年分） 

注：建設コンサルタント・地質調査・補償コンサルタント業者は、現況報告書の写し（直前 2 年分）をもって①②③④ 

に代えることができます。 

物
品

等
 

申請書は市独自様式ですので、添付書類にっいては申請書を請求し、確認してください。 

申請書交付場所 五所川原市財政部管財課（申請書は無料です。ただし、郵送を希望する場合は、返信用封筒（角2) 
と160円分の切手が必要です。 

申請書交付期間 平成13年12月 17 日～平成14年 2 月 28 日（土、日曜日及び祝祭日を除く） 

納
 
税
 
証
 
明
 
書
 

〇市内業者 ①個人の場合 市税（各税）・国税（申告所得税と消費税及び地方消費税） 
②法人の場合 市税（法人市民税と固定資産税）・国税（法人税と消費税及び地方消費税）・代表者個人 

の市民税（各税） 
〇市外業者 ①個人の場合 市町村税（市町村民税と固定資産税）・国税（申告所得税と消費税及び地方消費税） 

②法人の場合 市町村税（法人市民税と固定資産税）・国税（法人税と消費税及び地方消費税） 
※支店・営業所等が当市内にある法人は、当市の市税（法人市民税と固定資産税）も添 

付すること 

注：国税の納税証明書は、個人が（その 3 の 2）法人が（その 3 の 3）の未納の税額がない証明でよろしいです。 

また、税務署に納税証明書を請求するときは、収入印紙（1部400円）を持参してください。 

注）1 文字は惜書で、はっきりと書いてください。 

2 申請書及び添付書類に不備がある場合は、受付できませんので注意してください。 

3 添付書類のうち、各証明書は、鮮明なものであれば写しでも差し支えありません。 

（ただし、証明書類は3ケ月以内に交付を受けたもの） 
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つ 
は 

食

生
活
指

針

・
そ
の
6
 

5
食
塩
や
脂
肪
は
控
え
め
に
5
 

●

塩
辛
い
食
品
を
控
え
め
に
、食
塩
は
 

1
日
1
0g
未
満
に
し
ま
し
よ
え
 

●

脂
肪
の
と
り
す
ぎ
を
や
め
、
動
物
、
 

植
物
、
魚
由
来
の
脂
肪
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
と
り
ま
し
ょ
う
。
 

●

栄
養
成
分
表
を
見
て
、
食
品
や
外
食

を
選
ぶ
習
慣
を
身
に
つ
け
ま
し
よ
え
 ×

 

と
芸
《
又
ュ
がわ
ら
 

題
字
 
斎
 
藤
 

〔川
柳
 岩
木
吟
社
〕
 

す
り
減
っ

た

砥

石
を
思

う
父

の
背
 菊

 
池
 

ふ

み
を

切
り

札
の
余

裕
ゆ
っ

く
り
眼

鏡

拭

く
 

対
 

馬
 

一
 
内
 

欲

捨

て
た

日

か
ら

歩
巾

が
軽

く
な

る
 

坂
 
本
 

泣
き
声
で
わ

か

る
わ
が
子

の
テ
レ

パ

シ
ー
 

伊
 
香
 

底
辺

で
生

き

て
も

同
じ

米

を
研
ぐ
 

蝦
 

名
 

酒
ぐ

せ
の
気
配

に

猫
も

座
を

は
ず
す
 

野
 

人

は
皆

輝
き
求

め
脱
皮

す

る
 

・

高
 

橋

裏

切
っ

た

小

石
だ
ん
だ
ん

重

く
な

る
 

佐
 
藤

夢

い
っ

ぱ

い
少

女

は
青

い
鳥

を

飼
う
 

須 

藤
 

足

軽
の
涙

は
風

の
中

で
拭

く
 

小
 

野
 

覇
者

敗
者

同
じ

浄
土
に

た
ど

り
着

く
 

加
 

藤
 

ふ
じ

や

広
 
翁

末
万
 
丸

左
千
郎
 峰

 

ぶ
ん
じ

蛙

痴
郎

順
 

坊

彩
 
人
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イ
ン
フ
ル
工
ン
ザ

予
防
接
種
三

の
実
施

に
つ
い
て
 

予
防
接
種
法
の
改
正
によ
り
、
6
5歳

の
方
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
接
種

希
望
者
は
指
定
医
療
機
関
で
実
施
して

く
だ
さ
い
。
 （広
報
1
2月
1
日
号
と
同

時
配
布
チ
ラ
シ
参
照
）
 

◇
対
象
者
 
五
所
川
原
市
に
住
所
の
あ

る
」
歳
以
上で
接
種
を
希
望す
る
方
。
 

た
だ
し
、
満
6
0歳
以
上
6
5歳
未
満
の

方
で
、
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
又
は

免
疫
不
全
な
ど
に
よ
る
機
能
障
害
を

有
す
る
方
も対
象
と
な
り
ま
す
。
 

◇
実
施
期
間
 
1
2月
3
日
の
5
路
日
岡

◇
費
用
 
自
己
負
担
1
、
0
0
0
円
 

（
生活
保
護
世
帯
の
方
は
証
明
書
を
提

示
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
負
担
金
は
あ
り

ま
せ
ん
）
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

①
保
険
証
 

②
老
人
健
康
手
帳

（7
0歳
以
上
の
方
）
、
 

健
康
手
帳
（
『
5
6
9歳
で
お
持
ち
の

方
）
 

冬
休

み
を
利
用
し

て
、

一
日

の
活
力
を

つ
＜
る
朝
食
づ

＜

り
に
挑
戦
し

ま
せ
ん
か
 

●

1
4年
1
月
1
1日
圏

9
時
3
0分
5
1
4時

働
く
婦
人
の
家
2
階
 
調
理
室
 

で
の
児
童
及
び
そ
の
保
護
者

（
小学

生
の
み
で
も
可
）
 

◇
内
容
 
調
理
実
習
及
び
お
話
「
朝
食

の
ポ
イ
ン
ト
」
 

◇
料
金
 
無
料
 

◇
当
日
持
参
す
る
も
の
 
工
フ
ロ
ン

・

三
角
巾
・
手
ふ
き
・
内履
き

（
子
供）
 

包
丁
（
持
参
で
き
る
方
）
 

◇
申
込
 
1
月
8
日
囲
ま
で
に
、
三
森

か
・
F
A
X
(3
5)4
5
9
3
ま
で
。
 

※
な
お
、
コ
ミ
セ
ン
栄
・
コ
ミ
セ
ン
梅

沢
・
高
野
文化
セ
ン
タ
ー
で
も
実
施
予

定
で
す
。
 

【
お
詫
び

と
訂
正

】
 

〇
広
報
1
2月
1
日
号
「
み
ん
な
の
健
康

教
室
」
 

講
師
【
 
「
駅
前
ク
リ
ニ
ッ
ク
 
封
馬

史
博
先
生
」
→

「清
水
ク
リ
ニ
ック

清
水
将
之
先
生
」
 

〇
広
報
1
2月
1
日
号
と
同
時
配
布
チ
ラ

シ
「
6
5歳
か
ら
の
イ
ン
フ
ル
干
／
ザ

予
防
接
種
の
実
施
に
つ
い
て
」
 

受
付
時
間
】
増
田病
院
「
9
】0
0
、
 

1
7O
O
」
→
「9
】0
0
5
1
1】o
o
」
 

電
話
番
号

】
 

中
村
整
形
外
科
医
院
 

「（
昭
）33
1
5
」
→「
（
一）3
3
1
5」
 

中
村
内
科
医
院
 

「（妬
）2
5
9
8
」
→「
（
あ）3
5
9
8
」
 

◇
対
象
 
小
学
校
1
年
生

、
4
年
生
ま
 
に

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
 

b

つ
女
性
課
よ
り
お
知
ら
せ
 
内
線
2
3
4

・
2
3
6
 

「
五
所
川
原
ウ
オ
ー

ク
ス

イ

ミ

ソ
グ

の
会
」
会
員
募

集
 

会
長
 
円

山
費
（2
8)
3
1
6
5
 

副
会
長
八
木
橋
公
（3
5)
6
1
3
7
 

水
の
中
で
の
運
動
は
、
膝
や
腰
に
負

担
が
か
か
ら
ず
、
楽
し
く
全
身
運
動
が

で
き
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
や
運
動
不
足
を

感
じ
る
方
、
糖
尿
病
や
高
脂
血
症
等
が

気
に
な
っ
て
い
る
方
、
 「き
れ
い
に
痩

せ
た
い
」
と
お
考
え
の
方
、
会
員
に
な

っ
て
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み

ま
せ
ん
か
？
 

●

毎
週
月
曜
日
 
1
3時
釦
分
 

ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
五
所
川
原
 

※
会
費
等
、
詳
細
に
つ
い
て
は
申
込
み

の
際
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

◇
申
し
込
み
・
問
い合
わ
せ
先
 
会
長

円
山
、
副
会
長
 
八
木
橋
ま
で
。
 



次世代に伝える 

減塩ポイント

メニュー⑧ 
五所」I 原市食生活改善推進員会 

工 塩鮭の減塩焼き魚 	I 

一＼×＼
＼ト 、 

い苅轟戸ーー 	鵬 鱗 

((1人分 89カロリー 	食塩3gを塩抜きして2.3 gに》 

材 料（4人分） 
塩鮭（中辛） 	 240 g (4切） 
だいこんおろし 	 200 g 

作り方 

下ごしらえ 

(1）塩鮭・・・0.5から1.0％の食塩水に入れて、塩抜きを 

する。 

本ごしらえ 

①魚焼き器で焼く。 

②大根おろしを添える。 

**＊ 
塩抜き方法 
①薄い食塩水に浸す→塩分だけが抜けて、うまみが抜け 

②その他塩抜き方法→大根おろしに漬ける。（大根には 

減塩のポイント ＊** 

出さない。 

塩分の吸着作用があります） 

（青森県「あおもり味来メニュー集」より） 

健康相談 
各地区での身も心もさっぱりする健康相談 

◆内 容・・・病気の相談、心の相談、血圧測定など 

保健婦が相談に応じます。 

◆持参するもの…健康手帳（お持ちの方） 

開 催 場 所 開催月日 開
 
催
 
時
 
間
 

桜田集会所 12月21日（金） 10:30 - 12:00 

コミュニテイセンター栄 1 月 9 日（水） 

（乳幼児・小児に関する相議〉 

1o:oo-12:oO 
〈成人に関する相談〉 

1 3:00~ 14:00 

すくすく健診 
◆場所…働く婦人の家・保健センター 

◆受付時間‘・・12時30分から12時45分 

※3歳児健診のみは12時15分から12時30分 

◆持参するもの‘・・母子健康手帳、バスタオル 

r 
ご連絡ください。病気療養中のお子さんは、翌月の健診を受
けることができます。 

母と子の相談日 
〈お詫びと訂正〉出生届出時、健診会場、はつらつ女

性課窓口で配布している「平成13年度乳幼児の健

診・相談日・予防接種のお知らせ」で、母と子の相

談日の1月分の日程が1月17日となっていましたが、 

1月16日の誤りです。訂正してお詫びいたします。 

,この相談日を、お子さん、お母さん達の交流の場

にもご利用できますので、気軽においでください。 

◆場所・・・働く婦人の家・保健センター（新町バス停前） 

◆持参するもの・・・母子健康手帳 

開設日 時 	間 内 	容 

平成14年 ・各月齢での成長、発達、 

1月16日（水） 1 0:00-12:00 育児、遊び、栄養（離乳 

午後は電話予約 13:00--- 15:00 食等）相談 
となっています。 ・子育て等の情報交換 

献血のご案内 
期 日 時 間 場 	所 

12月26日（水） 
10:00-1 1:30 

しきしま 
コミュニテイセンター前 
協賛】五所川原市赤十字奉仕団五所I順分団 

13:30~ 15:30 白生会胃腸病院前 

平成14年 
1 月4 日（金） 

10:00---- 15:30 
ショッピングセンター一 
エルムの街 

西側駐車場 

	  嬢~ 医療当番~ 
	 IF 	

 	ミI 匹 

月 	日 曜日 医療機関名 所 在 電話 

12月23日 日
  

田辺胃腸科外科医院 
五所川原市 
字旭町40-1 35-6355 

12月24日 月
  

佐藤仁外科胃腸科医院 
五所川原市 
字田町120 35-6311 

12月29日 土
  

（医）華峰会 
冨田胃腸科内科医院 

五所川原市み 
どり町4-128 34-3211 

12月30日 日
  

っしまクリニック 
五所川原市字 
下り枝2-1 38-3456 

12月31日 月
  

おとも 
小児科内科クリニック 

五所川原市字下り 
枝8長内ビル2階 39-2151 

※L対応時間（電話で確認）9時から17時まで。 

2その他、消防署（救急病院紹介皿34-4999）で紹介します‘ 

はつらつ女性課 内線 237 

対象児 期 日 主な内容 

4カ月児
健 診 

平成13年 
8月生まれ 

平成14年 
1月 8 日 

（火） 

小児科診察、身体計測、神経
芽細胞腫検査セット配布、離
乳食試食、育児情報交換等 

臓肋月児
健 診 

平成12年 
7月生まれ 

平成14年 
1月22日 

（火） 

小児科・歯科診察、歯科保健
指導、身体計測、発達相談等 

歳
  

3健
 
児

診
 

平成10年 
9月生まれ 

平成14年 
1月17日 

（木） 

※対象者に個別通知します。 
小児科・歯科診察、身体計測、尿
検査、視聴覚検査、発達相談等 

五所川原市役所 公35-2111 平成13年12月15日 16 
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